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1. はじめに 
 医療機器に警報装置は必要不可欠であり，正しい運用が

求められている．現実には警報を故意に無視することによ

るヒヤリハット事例等が存在している．医療従事者に対す

るアンケートでは，警報装置に関する事故とニアミスにつ

いて具体的な記述例があった１７９例中４５例が「警報を

オフにしていた」とある．また，２４％が「誤った警報が

多く信用できない」と回答している 1)．警報装置に対する

信頼度の低さが，故意に警報を無視することにつながる．

本研究では，警報無視の要因とその評価方法について，検

討することを目的としている． 
 
2. 警報無視の要因 
 警報装置に対する信頼度は，様々な要因により決まる．

特に前述のアンケートからもわかるように，警報装置が過

剰に警報を発する誤報や，必要時に警報を発しないことは

警報に対する信頼度に強く影響すると考えられる．本論で

は，警報装置の誤報等が警報に対する行動に及ぼす影響を

調べるために，実験を行った． 
 

3. 実験方法 
 被験者に仮想警報装置を含む仮想機器に対する操作を行

わせることで，警報に対する反応を測定する実験を行った．

仮想機器と仮想警報装置は一定の確率で機器の故障と警報

の発生が起こり，被験者はこの機器が「事故状態」になら

ないように操作する．「事故状態」は機器の故障時に被験

者が適切な対処を行わないときに発生する．被験者は仮想

機器からの警報情報と機器の状態情報を手掛かりに，警報

への対処行動を決定する．実験終了後，機器状態，警報状

態，対処行動を解析し，警報装置に対する信頼度の変化を

求めた． 
 また，警報装置の状態が信頼度に及ぼす影響を調べるた

めに，警報装置の状態から推定される被験者の警報装置に

対する信頼度を，次の方法により算出した．警報装置が無

駄な警報を発する，もしくは故障時に警報装置が動作しな

かったとき，被験者の警報装置に対する信頼度は低下し，

警報装置が正しく動作した場合，被験者の警報装置に対す

る信頼度が増加するとした．算出にあたり，信頼度の初期

値を 0.5 とし，増分及び減分は被験者の実測値に適合する

ように推定した． 
 
4. 結果 
 fig.1(a)及び fig.1(b)にそれぞれ被験者 A，被験者 B の測定

例を示す．図中の丸印及び四角印は，被験者の対処行動か

ら算出した警報装置に対する信頼度及び機器に対する信頼

度を表す．また，図中の黒色線及び灰色線は警報装置の状

態から算出した警報装置に対する信頼度と機器に対する信

頼度を上記の情報で推定した結果である．被験者 A の増分

は 0.05，減分は 0.05 となり，被験者 B の増分は 0.04，減分

は 0.05 と推定された． 
 
5. 考察 
 警報の状態に応じて警報装置に対する信頼度が増減する

モデルに任意の増分減分を設定することで，モデルを実測

値の変化に適合することが確認できた．このことから，警

報装置の状態が警報装置に対する信頼度に影響を及ぼして

いることが示唆された．また，増分減分には個人差があり，

この値は警報への対処行動の個人差を表していると考えら

れる． 
 以上より，警報無視の要因として警報の状態が影響する

ことが確認できた．また，警報無視にいたる条件の個人差

を数値化できる可能性が示唆された． 
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